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会議議事録

１．会議名 令和４年度第１回中間市地域公共交通会議

２．開催日時 令和４年６月１０日（金曜日）１４時００分から１４時５５分まで

３．開催場所 中間市役所本館３階第２・第３会議室

４．出席委員（２１名）

中間市 建設産業部長 村上 智裕

中間市 建設課長 原口 憲一

西鉄バス北九州株式会社 営業担当 課長 小川 裕之

九州旅客鉄道株式会社 筑豊篠栗鉄道事業部長 冨永 哲男

筑豊電気鉄道株式会社 運輸車両課長 髙野 浩一

有限会社ことぶきタクシー 代表取締役 小林 義人

産業タクシー株式会社 所長 黒土 功

ひかり第一交通株式会社 所長 藤田 将志

福岡県交通運輸産業労働組合協議会

（西鉄バス北九州労働組合 執行委員）
矢野 陽一

中間市自治会連合会 会長

中間市自治会連合会 中間北校区長
池田 久紀

中間市自治会連合会 中間東校区長 牧坂 國雄

中間市自治会連合会 中間南校区長 影谷 和久

中間市自治会連合会 中間校区長 仰木 節夫

中間市自治会連合会 中間西校区長 髙柳 みさ江

中間市自治会連合会 底井野校区長 安田 光太郎

中間市社会福祉協議会 事務局長 安徳 保

国土交通省九州運輸局福岡運輸支局 首席運輸企画専門官 西脇 考志

国土交通省九州運輸局福岡運輸支局 首席運輸企画専門官
東 祐樹

（代理）桝田 豊滋

福岡県企画・地域振興部交通政策課 交通総務係長
田辺 好徳

（代理）野見山 直之

福岡県北九州県土整備事務所 地域整備主幹 田邉 泰史

北九州市立大学 教授 内田 晃
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５．欠席委員（５名）

６．事務局（３名）

７．会議内容

■次第

（１）開会

（２）議題

令和５年度中間市地域内フィーダー系統確保維持計画（案）について

（３）その他

①新型コロナウイルス感染症の影響下における公共交通の現状について

②今後の主なスケジュール

ア 中間市地域内フィーダー系統確保維持計画の提出（提出締切６月３０日）

イ 第２回交通会議（８月頃開催予定）

（４）閉会

■会議録

有限会社ホームタクシー 代表取締役 髙亀 勝

一般社団法人福岡県バス協会 専務理事 中川原 達也

一般社団法人北九州タクシー協会 副会長 貞包 健一

中間商工会議所 副会頭 千々和 公麿

福岡県折尾警察署 交通第一課 交通規制係長 緒方 正典

都市計画課長 白石 和也

都市計画課 交通対策係長 宗廣 暁宜

都市計画課 交通対策係 濱田 達

事務局 皆様、こんにちは。

都市計画課長の白石でございます。

どうぞよろしくお願いいたします。

会議に入ります前に、事務局を紹介させていただきます。

（事務局自己紹介）

それでは、ただいまから令和４年度第１回中間市地域公共交通会議を開催いたしま

す。

まず、委員の皆様への委嘱状の交付ですが、本会議委員の任期につきましては、本年
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５月３１日をもって前任の任期が満了しましたので、今回、６月１日から２年間の委

員就任を皆様にお願いしたところでございます。

なお、委嘱状につきましては、机上に配付させていただくことで交付に代えさせてい

ただいておりますことをご了承ください。

委員の皆様には、中間市の公共交通の環境がより良いものとなりますようにご意見を

いただきたいと考えておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。

また、本日の会議開催に際しまして、髙亀委員、中川原委員、貞包委員、千々和委員

及び緒方委員が所用によりご欠席となっておりますことと、本日ご出席予定であった

福岡県交通政策課の田辺様が急遽ご欠席となりましたので、代理として野見山様に出

席いただいておりますことをご報告いたします。

なお、本会議は、中間市地域公共交通会議設置要綱第６条第５項の規定により、原則

公開としております。

現在、傍聴者２名が入室しておりますことをご報告いたします。

それでは、お手元の資料をご確認ください。

今回の資料は、次第、委員名簿、席次表、交通会議の設置要綱、資料１、参考資料１、

参考資料２、資料２及び資料３となっております。

また、資料の説明の際は、ページの下、中央部のページ番号にて説明箇所をご案内さ

せていただきます。

資料が不足している方はおられませんでしょうか。

（資料確認）

それでは、議事に入ります。

発言される際は、まず、挙手をしていただき、指名されましたらご発言ください。

また、マイクを用意していますので、必要な方は、申しつけください。

なお、本会議の会長は、要綱第５条第１項により、市長から指名された者として、建

設産業部の村上が務めます。

また、会議の進行は、要綱第６条第１項により会長が議長として行うこととなります

ので、今後の進行は、村上部長にお願いいたします。

会長 皆様、こんにちは。

会長を務めさせていただきます建設産業部長の村上と申します。

不慣れな点があると思いますが、ご容赦いただき、迅速に進めさせていただきたいと

思いますので、よろしくお願いいたします。

本日は、大変お忙しい中、第１回目の交通会議にご出席いただきまして、ありがとう

ございます。

昨年度の交通会議は、コロナ禍の影響で書面開催となりましたが、コミュニティバス
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における路線の短縮やダイヤの改正に向けて、委員の皆様には、様々なお立場からご

意見をいただき、誠にありがとうございました。

加えて、各交通事業者の皆様には、コロナ禍における公共交通の現状等について、資

料等のご提供をいただき、公共交通への深刻な影響を委員の皆様と共有することがで

きたと考えております。

また、本年度におきましては、令和３年３月末で計画期間が満了した中間市地域公共

交通網形成計画の成果を評価検証して市内の公共交通の課題などを抽出し、利用促進

策の改善や新たな計画策定のための準備に取り組んでいきたいと考えております。

委員の皆様におかれましては、忌憚のないご意見をどうぞよろしくお願いいたしま

す。

それでは、早速ではございますが、次第にそって議事を進めて参ります。

まず、次第の２、本日の議題としまして、議案第１号の令和５年度中間市地域内フィ

ーダー系統確保維持計画（案）について、事務局から説明をお願いいたします。

事務局 それでは、資料１をご準備ください。

令和５年度中間市地域内フィーダー系統確保維持計画（案）について、ご説明いたし

ます。

２ページをご覧ください。

１、地域公共交通確保維持事業に係る目的・必要性としまして、少子高齢化に伴う人

口の減少やマイカーの普及による地域公共交通の利用者が減少する中、中間南校区の

ように地形的に高低差のある公共交通不便地や底井野校区のようにバス路線の撤退

により公共交通不便地が拡大した地域など、既存の公共交通機関では補うことができ

ない地域において、日常生活の移動手段の確保が重要な課題となっております。

その課題を解決するため、中間南校区と底井野校区に導入した乗合タクシーの維持確

保を行いながら、既存の公共交通機関との連携による生活交通路線としての機能を高

めるとともに、市がめざすコンパクトシティの形成に向け、都市拠点と周辺地域との

交流を図るため、公共交通ネットワークの構築を目的とした計画を策定するものでご

ざいます。

続きまして、３ページをご覧ください。

２、地域公共交通確保維持事業の定量的な目標、効果について、ご説明いたします。

まず、中間南校区路線について、令和５年度の目標設定を太賀・朝霧系統は、利用者

数を年間１，６３０人以上、収支率を２０％以上とし、通谷・桜台系統は、利用者数

を年間１，６１０人以上、収支率を２０％以上としております。

次に、この目標設定の考え方としまして、令和２年１０月から令和３年９月までの１

便あたりの利用者数が、太賀・朝霧系統が１．０７人、通谷・桜台系統が１．５３人

と、両系統ともに前年度から減少しています。

この主な要因としましては、イオンなかま店の一時閉店が大きく影響しているものと

考えていますが、その一方で、令和４年４月にイオン跡地の一部に新たな商業施設が

開店するなど、今後は、利用者が増加する可能性があることから、令和５年度計画で
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は、令和４年度計画と同様に１便あたりの利用者数の目標を２．０人とし、各系統の

年間運行日数を乗じて年間利用者数及び収支率の目標を設定しております。

また、収支率は、運行経費に占める運賃収入の割合を示したものになりますが、令和

２年１０月から令和３年９月までの実績値が、太賀・朝霧系統が１１．６８％、通谷・

桜台系統が２０．４１％でありますので、まずは、両系統ともに２０％以上の収支率

を目標に設定しております。

続きまして、底井野校区路線をご説明いたします。

３ページ下から４ページにかけてご覧ください。

底井野校区路線の令和５年度の目標設定について、垣生・下大隈系統は、利用者数を

年間８１６人以上、収支率を２５％以上とし、砂山・底井野系統は、利用者数を年間

８０８人以上、収支率を２５％以上としております。

この目標設定の考え方としまして、底井野校区路線は、定期運行ではなく、予約が入

ったときのみに運行するデマンド型の運行形態であり、令和２年１０月から令和３年

９月までの年間平均運行率は、垣生・下大隈系統が２８．３％、砂山・底井野系統が

３７．１％という状況であります。

このことから、今回の目標値の設定にあたりましては、１日の運行を全８便のうち、

４便を運行すると想定し、各年度の運行日数、運行回数及び計画実車走行キロ数から

年間利用者数及び収支率の目標値を設定しております。

なお、計画実車走行キロ数は、令和２年１０月から令和３年９月までの実車走行キロ

の平均値とし、垣生・下大隈系統は３．３㎞、砂山・底井野系統は、４．９㎞で算出

しています。

また、収支率は、令和２年１０月から令和３年９月までの実績値が、垣生・下大隈系

統が２２．６９％、砂山・底井野系統が１９．８５％であり、目標値に達していない

ことから、両系統ともに２５％以上を目標値として設定しております。

続きまして、（２）事業の効果について、ご説明いたします。

中間南校区路線につきましては、高齢化が進む太賀や通谷などの丘陵地の団地におい

て、住民の日常生活に必要不可欠な移動手段が確保され、お出かけ機会の創出等の効

果が期待されます。

一方、底井野校区路線でも、西鉄バス中山・中間線が廃止されて以降、大部分が公共

交通空白地であった底井野校区において、日常の買い物や通院等のための移動手段が

確保されるとともに、西部地域と東部地域の交流促進につながる効果が期待されま

す。

また、幹線バス路線である西鉄バス中間線、広域運行を行う筑豊電気鉄道といった既

存の公共交通機関と連携を図ることで、利用者の利便性が向上し、都市拠点と周辺地

域との交流及び都市内の円滑な移動を支えるネットワークの構築につなげることが

できるものと考えています。

続きまして、３、目標を達成するために行う事業及び実施主体について、ご説明いた
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します。

まず、１つ目は、平成２８年度に実施した南校区コミュニティバス「フレンドリー号」

の利用実態に関するアンケート調査結果及びモニタリング調査結果や平成２９年度

に実施した住民座談会で得た住民ニーズを分析し、運行改善や利用促進策の検討を行

うとともに、事業効果の検証を行うとしております。

次に、２つ目は、平成２９年度に実施した底井野校区コミュニティバス「なかよし号」

の利用実態に関する調査結果及びモニタリング調査結果や平成３０年度に実施した

住民座談会の結果を受けて、運行改善や利用促進策の検討を行うとともに、事業の効

果検証を行うとしております。

続きまして、４．地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統の

概要等について、ご説明いたします。

まず、中間南校区路線におきまして、令和３年１０月から、中間市立病院の廃止とイ

オンなかま店の一時閉店に伴い、「中間市立病院」及び「イオンなかま店」の停留所

を廃止し、終点を「通谷電停」停留所に変更しましたが、当時は、ダイヤを変更せず

に路線の短縮を行ったため、乗務員の折り返しの待機時間に余剰が生じ、交通事業者

の負担が増加していました。

このため、令和４年４月から利用者が多い時間帯に便を集中させ、利便性の向上につ

ながるダイヤの改正を行っております。

５ページ中段をご覧ください。

底井野校区路線ですが、前年度から大きな変更がございませんので、説明を割愛させ

ていただきます。

また、５．地域公共交通確保維持事業に要する費用の負担者から８ページの１９．貨

客混載の導入に係る計画の概要、要する費用の総額、内訳、負担者及び負担額までも

特段変更はございません。

続きまして、８ページから１１ページまでは、２０．協議会の開催状況と主な議論と

して、本会議の開催状況、本日の会議までの議論の内容等を記載しております。

１１ページをご覧下さい。

２１．利用者等の意見の反映状況及び２２．協議会メンバーの構成員を記載しており

ますが、特段変更はございません。

１２ページをご覧ください。

この表１は、本事業により運行を確保、維持する運行系統の概要及び運行予定者を記

載しております。

１３ページをご覧ください。
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この表５は、中間市の人口集中地区以外の人口数を記載したものになりますが、令和

２年国勢調査により、８，９４０人としております。

なお、人口集中地区以外の地域につきましては、１４ページをご覧ください。

赤く網掛けしている部分が人口集中地区になりますので、それ以外の地区が人口集中

地区以外に該当します。

１５ページをご覧ください。

系統図になりますが、地域間幹線系統である西鉄バス中間線とフィーダー系統である

中間南校区路線と底井野校区路線が通谷電停で接続していることを示した地図を掲

載しておりますので、のちほどご確認ください。

１６ページをご覧ください。

１６ページから２５ページまでは、令和４年１０月から令和５年９月までの中間南校

区乗合タクシー事業の事業計画書と運行計画書を記載しております。

前回からの主な変更点としては、２１ページをご覧ください。ダイヤの改正に伴い、

午後の運行時間帯を１６時台から１５時台に短縮し、便数を午前午後の各４便から、

午前５便、午後３便に変更しております。

そのほか、２３ページに運行系統図、２４ページに時刻表、２５ページには、通谷電

停停留所でのその他の公共交通との連携時刻表を掲載しております。

続きまして、２６ページから３６ページまでは、令和４年１０月から令和５年９月ま

での底井野校区予約型乗合タクシー事業の事業計画書及び運行計画書を記載してお

ります。

また、３７ページに運行系統図、３８ページに時刻表、３９ページには、通谷電停停

留所でのその他の公共交通との連携時刻表を掲載しております。

続きまして、４０ページをご覧ください。

道路運送法第９条第４項及び同法施行規則第９条第２項に掲げる協議が調っている

ことの証明書としまして、これまでの運行状況を分析し、利用促進に向けた運行改善

による事業効果を見込んだ計画に見直し、協議が調ったことの証明書（案）を掲載し

ております。

以上が、令和５年度中間市地域内フィーダー系統確保維持計画（案）でございます。

また、参考資料１として、鉄道駅、西鉄バスの各停留所などを記載した路線図やコミ

ュニティバスの路線図及び時刻表をお配りしておりますので、のちほどご確認くださ

い。

続きまして、フレンドリー号となかよし号の運行実績をご説明いたします。



- 8 -

参考資料２をご覧ください。

なお、参考資料２では、ページ番号を右下に記載しております。

それでは、まず、１ページの太賀・朝霧系統ですが、下の方の赤枠で囲んだ部分をご

覧ください。

左側の赤枠は、令和３年１０月から令和４年３月までの直近６ヶ月間の利用者数にな

りますが、その前の６ヶ月間、令和３年４月から９月までの利用者数４５２人に対し、

１６４人と大幅に減少しております。

そのため、右側の赤枠の１便あたりの利用者数も、直近６ヶ月間は、１．０人を下回

り、０．４１人となっております。

なお、この減少要因につきましては、令和３年秋のイオンなかま店の一時閉店が大き

く影響しているものと考えられます。

続いて、２ページをご覧ください。

（２）各停留所の月平均乗降者数ですが、赤枠で囲んだ令和３年度のの月平均乗降者

の欄をご覧ください。

利用者が多い停留所は、イオンなかま店１が３５．３人、イオンなかま店２が１７．

２人と、イオンなかま店で合計５２．５人と突出しており、そのほかでは、通谷二区、

太賀三区公園が多い状況です。

続きましては、３ページをご覧ください。

通谷・桜台系統の運行実績ですが、表の下の方の赤枠で囲んだ部分をご覧ください。

左側の赤枠は、令和３年１０月から令和４年３月までの直近６ヶ月間の利用者数にな

りますが、その前の６ヶ月間、令和３年４月から９月までの利用者数６１８人に対し、

５８１人とほぼ横ばいの状況となっております。

また、右側の赤枠は、令和３年１０月から令和４年３月までの直近６ヶ月間の１便あ

たりの利用者数になりますが、その前の６ヶ月間、令和３年４月から９月までの１．

５１人に対し、直近６ヶ月間は、１．４２人と、こちらもほぼ横ばいの状況となって

おります。

４ページをご覧ください。

（２）各停留所の月平均乗降者数ですが、赤枠で囲んだ令和３年度の月平均乗降者の

欄をご覧ください。

利用者が多い停留所は、太賀・朝霧系統と同じく、イオンなかま店が月平均８７．８

人と突出しており、次いで通谷二区が４６．９人、そのほかでは、桜台一丁目、通谷

給水塔そばの利用が多い状況です。

５ページをご覧ください。

垣生・下大隈系統の運行実績ですが、表の下の方の赤枠で囲んだ部分をご覧ください。

左側の赤枠は、令和３年１０月から令和４年３月までの直近６ヶ月間の運行率となり
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ますが、平均で２２．８％、また、その１つ右の利用者数は、１１６人となっており、

その前の６ヶ月間、令和３年４月から９月までの平均運行率２５．７％、利用者数１

５５人に比べ、いずれも減少傾向にあります。

また、右側の赤枠は、令和３年１０月から令和４年３月までの直近６ヶ月間の１便あ

たりの利用者数になりますが、その前の６ヶ月間、令和３年４月から９月までの１．

４５人に対し、直近６ヶ月間は、１．２７人と、こちらもやや減少傾向にあります。

６ページをご覧ください。

（２）各停留所の月平均乗降者数ですが、赤枠で囲んだ令和３年度の月平均乗降者の

欄をご覧ください。

利用者が多い停留所は、ここでもイオンなかま店が月平均１０．８人と突出しており、

次いで、レガネット中間、下大隈公民館の利用が多い状況です。

７ページをご覧ください。

砂山・底井野系統の運行実績ですが、表の下の方の赤枠で囲んだ部分をご覧ください。

左側の赤枠は、令和３年１０月から令和４年３月までの直近６ヶ月間の運行率となり

ますが、平均で３２．８％、また、その１つ右の利用者数は、１９３人となっており、

その前の６ヶ月間、令和３年４月から９月までの平均運行率３５．５％、利用者数２

０８人に比べ、いずれもほぼ横ばいの状況となっております。

また、右側の赤枠は、令和３年１０月から令和４年３月までの直近６ヶ月間の１便あ

たりの利用者数になりますが、その前の６ヶ月間、令和３年４月から９月までの１．

４３人に対し、直近６ヶ月間は、１．４４人と、こちらもほぼ横ばいの状況です。

８ページをご覧ください。

（２）各停留所の月平均乗降者数ですが、赤枠で囲んだ令和３年度の月平均乗降者の

欄をご覧ください。

利用者が多い停留所は、ＪＲ筑前垣生駅が月平均１３．８人、次いで、イオンなかま

店、通谷電停の利用が多い状況です。

９ページをご覧ください。

各系統の１便あたりの市の財政負担及び利用者数のグラフになりますが、一番上の青

いグラフ、太賀・朝霧系統をご覧ください。

グラフ右側の令和３年１０月以降、イオンなかま店の一時閉店に伴い、利用者数が著

しく減少したため、利用者１人あたりの市の財政負担も著しく増加傾向にあります。

また、その一方で、令和４年４月には同位置に新たな商業施設が開店したため、これ

らの状況を分析・検討しながら、今後も委員の皆様にご報告させていただき、ご意見

等を賜りたいと考えております。

説明は、以上でございます。

会長 ありがとうございました。
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それでは、ただいま事務局から説明がありました令和５年度中間市地域内フィーダー

系統確保維持計画案の策定について、ご意見、ご質問はございませんでしょうか。

委員 北九州市立大学の内田です。

資料１の３ページだったと思いますが、通谷・桜台系統は、利用者が減っているにも

関わらず、収支率が２０．４１％と、前年度１７．７７％よりも上がっている理由を

教えてください。

事務局 そちらに関しては、路線の短縮を行っていますので、その関係で収支率が上がってい

るものと考えております。

委員 経費が下がっているということですか。

事務局 はい、そうです。

委員 承知しました。

ありがとうございました。

会長 ありがとうございます。他にございませんでしょうか。

（質問無し）

会長 それでは、ただいまの令和５年度中間市地域内フィーダー系統確保維持計画（案）に

つきまして、ご異議はございませんでしょうか。

（異議無し）

会長 それでは、皆様、ご異議が無いようですので、令和５年度中間市地域内フィーダー系

統確保維持計画（案）を承認とさせていただきます。

ありがとうございました。

それでは、後日、本計画書を事務局から福岡運輸支局様に提出をお願いいたします。

福岡運輸支局様、どうぞよろしくお願いいたします。

続きまして、次第３、その他になりますが、まず、（１）の新型コロナウイルス感染

症の影響下における公共交通の現状について、本日、ご出席の各交通事業者の皆様か

ら、ご説明をいただきたいと思います。

なお、質問等につきましては、すべての交通事業者の皆様の説明が終わったのちに、

質疑の時間を設けたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。

資料は、資料２をご覧ください。

表紙に記載の上から順に各交通事業者様からご説明をいただきたいと思います。
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なお、各事業者様には、口頭又は資料等でご説明いただくこととしておりますが、資

料をご提供いただいている事業者様は、表紙にページ番号を記載しておりますので、

ご確認の方をお願いいたします。

それでは、まず、西鉄バス北九州の小川様からお願いいたします。

委員 皆様、こんにちは。

西鉄バス北九州営業担当の小川と申します。

座って説明させていただきます。

現状、交通事業者への影響ということですけど、弊社に限らず、どこの事業者様も同

じだと思いますけれども、コロナでかなり収支的に影響を受けているのが実情でござ

います。

利用者数も最近、人が動き出したということが言われておりますが、実際、２０１９

年度、コロナ禍前と比較しましても、弊社のバス事業は、まだ７割から８割程度のお

客様しか戻ってきていない状況でございます。

やはり、在宅ワークですとか、生活スタイルの変化ということもありまして、なかな

か１００％までは戻らないと弊社では考えている状況でございます。

特に昼間の需要がなかなか伸びてきていない状況です。

また、夜間帯の利用も相当減ってきています。

やはり早めに帰るですとか、なかなか飲みに行けていないとかあるかと思いますけ

ど、夜が本当に戻ってきていない状況でございます。

昼間の利用につきましても、弊社ではグランドパス６５という高齢者向けの商品もあ

りますけれども、そちらの売り上げもかなり減ってきておりますので、昼間の高齢の

方の動きですとか、そういったところがなかなかまだ戻ってきていないと分析してお

ります。

あとは、直近で言いますと、原油の高騰です。

２０２０年、一番安くてリッター８０円、９０円だったのが、今は１３０円を超える

という状況まできています。

そのため、４０円、５０円、安い時に比べたら上がっているということで、弊社とし

ましても、億単位でコストが増えてきているという厳しい状況が続いております。

原油の高騰につきましては、しばらく続くと、社会情勢などから分析しております。

現在、弊社の方で中間市さまで中間線を走らせていただいてますけれども、こちらに

しても同じような状況であります。

朝は少しずつ戻ってきているように見受けられますけれども、やはり、昼、夜間帯が

全然戻ってきてません。

今、中間線で遅い時間帯、２０時過ぎの便がありますけれども、これの利用状況を見

ますと、１人乗っているか乗っていないかという状況で、かなり夜間帯での利用が厳

しい状況です。

これは、中間線に限った話ではなく、全体的な話として夜間帯の利用状況が低迷して

いるという状況でございます。

これから、コロナワクチンの効果もあり、感染者数がある程度福岡県でも落ち着いて
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きておりますけれども、利用促進という面では、弊社の方でも努力していきたいと思

っておりますので、引き続きバスご利用の方をよろしくお願いいたします。私からは

以上です。

会長 ありがとうございました。続きまして、九州旅客鉄道株式会社の冨永様、お願いいた

します。

委員 JR 九州の筑豊笹栗鉄道事業部の冨永と申します。

座って説明させていただきます。

あまり大した資料は付けておりませんが、昨年の鉄道ご利用の状況について、言葉で

書かせていただいております。

当然、コロナを受けまして、２０２０年度は、ご利用が半分くらいに減っております。

昨年度の２０２１年度につきましては、半分に減った前の年と比べると、回復傾向は

出てきたものの、コロナ前の２０１９度と比べますと、それでもまだ６割くらい。５

割に減って、昨年度６割くらいになったというような状況でございます。

このため、引き続き厳しい状況が続いております。

昨年度の１年をもう少し細かく見てみると、その下に書いていますけれども、最初の

４月から６月の３ヶ月間は、前年に比べると少し緩やかに回復してたので、回復傾向

にあると思っていましたが、８月に緊急事態宣言が発令されて、前年度並みに戻った

というような状況でした。

それから、その後、緊急事態宣言が解除されて、１０月から１２月は、回復傾向にな

りまして、コロナ前の７５％程度まで回復してたので、期待していましたが、年明け

て１月にまん延防止等重点措置の発令がありましたので、結局、その後の回復傾向が

鈍ったというような状況でした。

これを踏まえまして、昨年度は、コロナ前の６割程度というところで鉄道のご利用は

まだまだ回復できていないという状況でした。

九州全体で見るとこういう状況で、運賃収入ベースですので、中長距離と短距離で少

し違いますが、駅のご利用で見ると、中間市の地域の中間駅と筑前垣生駅につきまし

ては、純粋にご利用の数だけで見ると、コロナ前の２０１９年度と比べて、２０２０

年度が大体７割くらいになりました。

昨年度の２０２１年度は、８割くらい戻ったということで、近距離のお客様につきま

しては、大体７割、８割くらいといった状況です。

本年度になりましても、近距離は比較的に少しずつ回復を見せていて、皆さんの外に

出たいという気持ちがあるのは、なんとなく感じ取れるような状況にはあります。

ただ、現在も中長距離は、ご利用があまり無い状況です。

コロナ前に完全に戻れるとは、弊社も思っておりませんで、良くても９割くらいと思

っておりますが、今後も引き続きご利用いただけるように取り組みを進めていきたい

と思っております。

当社からは以上になります。
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会長 ありがとうございました。

続きまして、筑豊電気鉄道株式会社の髙野様、お願いいたします。

委員 筑豊電気鉄道の髙野と申します。

本日は、どうぞよろしくお願いいたします。

３ページ目のグラフをご覧ください。

お客様の動向ということで、数字を表したものになります。

上の表でございますが、平日が青、土曜休日が赤、黄色が平日と土休日の平均となっ

ています。

同じく、西鉄バス北九州様、JR 様のご説明にありましたように、２０２０年度につい

ては３割、２０２１年度に関しては約２割のお客様が減少しています。

直近で見ますと、５月３０日から６月５日ということで書かせていただいております

が、平日につきましては１７．５％減少、平日と土休日に関しては１９．８％、土休

日に関しては、２８．６％と約３割減少しております。

中でもやっぱり昼間にご利用のお客様、飲みに行かれるお客様が少ないということで

土休日が大幅に減少しております。

下のグラフになりまして、券種別に表したデータでございます。

定期外という緑の線が現金と IC カードのご利用のお客様になります。

先ほど申しましたように、平日の昼間と飲みに行かれるお客様が少ないということで

２６．６％減、通勤につきましては１３．４％減、通学に関しましては、１１．２％

の減となっております。

比較的に他社様に比べればあまり減少が少ない方かと思っております。

数値だけお示ししてもなかなか伝わらないと思いますが、２０２０年につきましては、

２．５億円ほどコロナ前に比べて減少し、２０２１年、昨年度につきましては、１．

９億円ほど減少しております。

大変厳しい状況が続いております。

その中でもダイヤの改正とか人件費の削減とかを行いまして、なるべくサービスレベ

ルが落ちないように頑張らせていただいております。

裏面に移りまして、プリントがうまくいっておりませんが、そんな中でも平日昼間の

お客様が増えていただけるようにということで商品開発しておりまして、９時から１

７時まで全線黒崎から直方まで全線５千円で乗れるという定期券でございます。

皆様、よろしければご紹介いただいて、筑豊電鉄に乗っていただければと思います。

以上でございます。

会長 ありがとうございました。続きまして、福岡県交通運輸産業労働組合協議会の矢野様、

お願いいたします。

委員 交労協で私、西鉄バス北九州労働組合で執行委員をしている関係でこの回答書に記入

しています。

先ほど、西鉄バス北九州の小川課長から説明があったとおり、現在、公共交通の取り
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巻く状況については、やはりコロナ前から比べますと、７から８割程度しか回復が見

込まれていない状況でございます。

そして、また、コロナ前に戻ることはないであろうと予想されております。

そして、また、コロナ禍で私、労働組合の関係から言いますと、長期化するコロナで

働いている者が長期化するストレス、また、生活不安など、そういう問題も現在課題

となっております。以上でございます。

会長 ありがとうございました。

それでは、最後に本日ご欠席となっておりますが、一般社団法人北九州タクシー協会

の貞包様から、資料のご提供を事前にいただいておりますので、こちらにつきまして

は、事務局からご紹介をさせていただきます。

事務局 それでは、ご紹介させていただきます。

北九州タクシー協会の貞包健一様からの新型コロナウイルス感染症の影響下におけ

る公共交通の現状ということでいただいております。

７、８ページのグラフを見ながら、お聞きください。

２０２０年１月から３月営業収入の対２０１９年同月比に示すように、２０２０年４月、

５月に５割以上の減少という底から回復するも、コロナ前の７割程度に留まっている。

一方、原油価格の高騰により、ガソリン、LPG ともに価格が上昇しており、経営収支状況

は、黒字になるには程遠いと思われる。

タクシー事業者にとって、一番進行なのが、乗務員の高齢化と減少である。

現状の年齢構成から考えると、今後さらに減少してくのは確実であり、安定供給は厳し

くなると思われる。

以上でございます。

会長 皆様、貴重な分析結果と現状の報告について、貴重な資料又はご報告をありがとうご

ざいました。

それでは、ここで質疑の時間を設けたいと思います。

ただいま、各交通事業者様からコロナ禍での公共交通の現状について、ご説明をいた

だきましたが、何かご質問がある方はいらっしゃいますでしょうか。

（質問無し）

よろしいでしょうか。

それでは、ご質問が無いようですので、続いて、（２）今後のスケジュールについて、

事務局からの説明をお願いします。

事務局 それでは、資料３をご覧ください。

まず、交通会議においては、本年８月に第２回会議で令和３年３月末に計画期間が満

了しました「中間市地域公共交通網形成計画」の効果検証を行う予定としております。
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また、この効果検証の中で、市内の公共交通の課題や改善点を抽出し、その後の交通

会議等において、フィーダー系統をはじめとする市内公共交通の利便性の向上につな

がる取り組みを検討していきたいと考えています。

スケジュールの説明は、以上でございます。

会長 ありがとうございました。

それでは、今後のスケジュールに関しまして、ご質問等、ございませんでしょうか。

（質問無し）

よろしいでしょうか。

それでは、ご質問等が無いようですので、以上をもちまして、本日の地域公共交通会

議の議題は、すべて終了とさせていただきます。

委員の皆様には、大変お忙しい中、お集まりいただきまして、誠にありがとうござい

ました。

また、今後とも様々なお立場から貴重なご意見を賜りたいと考えておりますので、ど

うぞよろしくお願いいたします。

それでは、進行を事務局にお返しします。

事務局 委員の皆様には、最後までご発言をありがとうございました。

特にご報告いただきました事業者の皆様には、報道では耳にしている話ではありまし

たけれども、公共交通の現状を生の声としてお伝えいただき、本当にありがとうござ

いました。

以上をもちまして、令和４年度第１回中間市地域公共交通会議を閉会いたします。

どうもありがとうございました。


